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災害に備える災害に備える災害に備える「備えあれば憂いなし」
問合せ：総務課（内線２１０）

避難所は事前に確認を！

避難所・一時避難場所一覧

洪水ハザードマップを作成！

避難所表示板の例 一時避難場所表示板の例

（２ページに掲載）

笠間地区
避 難 所
笠間小学校
笠間中学校
東小学校
東中学校
佐城小学校
箱田小学校
南小学校
南中学校
稲田小学校
稲田中学校
笠間高等学校
笠間公民館
市民体育館
武道館

一時避難場所

笠間駅北街区公園
城南・やきもの通り公園
笠間芸術の森公園
鷹匠町児童公園
大池公園
石井街区公園
笠間市総合公園
高田運動公園
本戸公民館広場
南山スポーツ公園
上加賀田公民館広場
いなだふれあい公園
福原運動公園

友部地区
避 難 所
宍戸小学校
友部小学校
友部第二小学校
友部中学校
友部第二中学校
北川根小学校
大原小学校
友部高等学校

いこいの家はなさか
友部公民館

ゆかいふれあいセンター

一時避難場所

友部第一児童公園
友部駅前児童公園
柿橋グラウンド

長兎路いこいの広場
鴻巣グラウンド

中市原農村集落センター
大原グラウンド
小原農村公園

岩間地区
避 難 所

岩間第一小学校
岩間第二小学校
岩間第三小学校
岩間中学校

岩間海洋センター

一時避難場所
旧岩間公民館

岩間体験学習館「分校」グラウンド
第二分校跡広場

上安居地区公民館広場
岩間工業団地第二公園
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◆
出
会
い
創
出
支
援
事
業
助
成
金

　

結
婚
を
望
む
独
身
男
女
が
、
自
分
に

合
っ
た
相
手
を
見
つ
け
る
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
内
の
団
体
が

出
会
い
の
事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の
経

費
に
対
し
予
算
の
範
囲
内
で
助
成
を
し

ま
す
。

■
助
成
の
額
▽
事
業
に
要
す
る
経
費
の

2
分
の
1
以
内
と
し
、
10
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

◆
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
入
会
助
成
金

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
促
進
と
各
種
出
会
い
創

出
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
図
る
た

め
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
入
会
に
対
し
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
を
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者
▽
市
内
に
居
住
し
、
い

ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

入
会
さ
れ
た
方

■
助
成
の
額
▽
入
会
金
の
2
分
の
1

市
民
活
動
課
（
内
線
１
３
５
）

　

健
康
、
医
療
、
子
育
て
、
介
護
な
ど

の
相
談
に
24
時
間
体
制
で
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
６
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
市

民
の
方
で
あ
れ
ば
無
料
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
で
専
門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
生
命
の
危
険
等
に
関
わ
る
と
判

断
し
た
場
合
を
除
き
ま
す
。
な
お
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て
は
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

マ
ル
福
制
度
は
、
各
種
健
康
保
険
の

加
入
者
が
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き

に
、
医
療
費
が
助
成
さ
れ
る
制
度
で
す
。

マ
ル
福
の
種
類
ご
と
に
一
定
の
所
得
要
件

が
あ
り
ま
す
が
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
、
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
7
月
以
降
の
妊
産
婦
の
申
請

は
、対
象
と
な
る
病
気
が
限
定
さ
れ
ま
す
。

■
県
補
助
対
象
助
成
額

○
乳
児
・
幼
児
・
妊
産
婦
・
母
子
家
庭
・

父
子
家
庭
・
障
害
者
▼
保
険
自
己
負

担
額
か
ら
医
療
福
祉
費
自
己
負
担
額

を
除
い
た
額

※
医
療
福
祉
費
自
己
負
担
額
は
、
1
医

療
機
関
に
つ
き
、
外
来
1
日
６
０
０

円
（
1
か
月
に
２
日
が
限
度
）、
入

院
１
日
３
０
０
円
（
1
か
月
に
10
日

が
限
度
）
障
害
者
は
医
療
福
祉
費
自

己
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
市
単
独
助
成
額

○
乳
児
・
幼
児
・
妊
産
婦
・
母
子
家
庭
・

出
会
い
創
出
支
援
事
業

か
さ
ま
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

マ
ル
福
自
己
負
担
助
成
事
業
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父
子
家
庭
・
障
害
者
▼
医
療
福
祉
費

自
己
負
担
額
（
外
来
・
入
院
）、
入

院
時
食
事
負
担
額

※
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
障
害
者
の
入

院
時
食
事
負
担
額
は
2
分
の
1
の
額

保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
２
）

　

妊
娠
・
出
産
に
か
か
る
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
積
極
的
に
妊
婦
健
康
診
査

を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、
妊
娠
中
計
5

回
で
あ
っ
た
公
費
負
担
を
14
回
に
拡
大

し
ま
し
た
。
な
お
、
笠
間
市
に
転
入
さ
れ

た
方
は
受
診
票
を
差
し
替
え
ま
す
の
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

友
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
（
７
７
）
９
１
４
５

　

笠
間
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
（
７
２
）
７
７
１
１

　

岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
９
（
４
５
）
７
８
８
８

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経

済
的
・
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
治
療

　

◇
体
外
受
精　

◇
顕
微
授
精

■
助
成
金
額
と
助
成
期
間

　

助
成
金
の
額
は
、
特
定
不
妊
治
療
1

回
に
つ
き
、
体
外
受
精
は
5
万
円
、
顕

微
授
精
は
10
万
円
と
し
、
1
年
度
当
た

り
2
回
を
限
度
に
、
通
算
2
年
間
助
成

し
ま
す
。

友
部
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
（
７
７
）
９
１
４
５

　

笠
間
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
６
（
７
２
）
７
７
１
１

　

岩
間
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
９
（
４
５
）
７
８
８
８

◆
宍
戸
小
学
校
児
童
ク
ラ
ブ
室
建
設
事
業

　

宍
戸
小
学
校
で
は
、
空
き
教
室
を
利

用
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
児
童
数
が
定

員
の
40
人
を
超
え
て
い
る
た
め
、
平
成

21
年
度
、
敷
地
内
に
新
た
な
ク
ラ
ブ
室

を
建
設
し
ま
す
。

■
床
面
積
▽
１
８
８
・
１
８
㎡

■
定
員
▽
60
人

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
２
）

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
と
し

て
、
５
月
８
日
、
笠
間
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ポ
レ
ポ
レ
２
階
に
「
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
育
児
に

関
す
る
相
談
や
親
子
の
交
流
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
育
成
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

■
開
設
日
▽
火
・
木
・
金
曜
日

（
た
だ
し
、
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年

始
を
除
く
）

■
開
設
時
間
▽
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
午
後
4
時

子
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
２
）

◆
主
な
子
育
て
支
援
事
業

○
夢
い
っ
ぱ
い
ク
ラ
ブ
▽
毎
週
水
曜

日
（
と
も
べ
保
育
所
☎
０
２
９
６

（
７
７
）
６
１
０
５
）

○
子
育
て
サ
ロ
ン
▽
毎
月
第
３
木
曜

日
（
み
な
み
公
民
館
☎
０
２
９
６

（
７
２
）
１
４
７
７
更
生
保
護
女
性

会
・
甲
斐
邦
子
さ
ん
）

○
岩
間
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
く
り
の
こ
」

▽
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
岩
間
支

所
福
祉
課 

内
線
７
３
１
７
１
）

○
育
児
相
談
▽
随
時
（
各
保
育
所
・
園
）

○
家
庭
児
童
相
談
▽
毎
週
月
〜

金
曜
日
（
家
庭
児
童
相
談
室
☎

０
２
９
６
（
７
０
）
５
４
１
１
）
毎

週
月
・
木
曜
日
（
笠
間
支
所
☎
内
線

７
２
１
８
６
）

○
健
康
相
談
▽
友
部
保
健
セ
ン
タ
ー

（
毎
週
火
曜
日
）、
笠
間
保
健
セ
ン

タ
ー
（
毎
週
火
曜
日
）、
岩
間
保
健

セ
ン
タ
ー
（
毎
月
第
２
火
曜
日
）

は
問
合
せ
先
で
す
。

妊
婦
健
診
推
進
事
業

不
妊
治
療
助
成
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

子
育
て
支
援
事
業
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裁
判
員
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

に
、
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑
事

裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
は

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
裁
判

官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で

す
。
原
則
と
し
て
裁
判
員
6
人
と
裁

判
官
3
人
が
審
理
に
出
席
し
、
証
拠

調
べ
手
続
や
弁
論
手
続
に
立
ち
会
っ

た
上
で
評
議
を
行
い
、
判
決
を
宣
告

し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
で
は
、
ど
ん
な
事
件
の

裁
判
を
す
る
の
で
す
か
？

　

裁
判
の
対
象
と
な
る
の
は
、
殺
人

罪
や
強
盗
致
死
傷
害
、
現
住
建
造
物

等
放
火
罪
、
身
代
金
目
的
誘
拐
罪
、

危
険
運
転
致
死
罪
な
ど
の
重
大
犯
罪

で
す
。
刑
事
裁
判
の
控
訴
審
や
民
事

事
件
、
少
年
審
判
な
ど
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
で
き
な

い
の
で
す
か
？

　

裁
判
員
制
度
は
特
定
の
職
業
や
立

場
の
人
に
偏
ら
ず
に
、
広
く
国
民
に

参
加
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、

原
則
と
し
て
辞
退
で
き
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
70
歳
以
上
の
人
や
会
期
中
の

議
会
の
議
員
、
学
生
な
ど
の
ほ
か
、

重
い
病
気
や
ケ
ガ
、
介
護
、
妊
娠
中

な
ど
、
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
き
は
辞
退
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
い
の
で
、
辞
退
で
き
ま

せ
ん
か
？

　
「
仕
事
が
忙
し
い
」
だ
け
で
は
辞

退
で
き
ま
せ
ん
。
法
律
で
は
、
と
て

も
重
要
な
仕
事
が
あ
り
、
本
人
が
処

理
し
な
け
れ
ば
著
し
い
損
害
が
生
じ

る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
の
み
辞

退
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

質
問
票
に
虚
偽
の
内
容
を
書
い
た
り

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
か
？　

　

裁
判
員
候
補
者
が
質
問
票
に
虚
偽

の
記
載
を
し
た
り
、
裁
判
員
等
選
任

手
続
の
質
問
で
嘘
を
言
っ
た
り
し
た

場
合
は
、
30
万
円
以
下
の
過
料
や
、

50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
員
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で

す
か
？

①
公
判
に
立
ち
会
う

　

裁
判
員
は
、
裁
判
官
と
一
緒
に

刑
事
裁
判
の
法
廷
（
公
判
）
に
立

ち
会
い
、
判
決
ま
で
関
与
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
公
判
で
は
、
証

人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
の
ほ

か
、
証
拠
品
や
書
類
の
取
調
べ
も

行
わ
れ
ま
す
。

②
評
議
・
評
決
を
行
う

　

証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
後
、
被

告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
だ

と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き

か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
（
評

議
）
し
、決
定
（
評
決
）
し
ま
す
。

③
判
決
宣
告
に
立
ち
会
う

　

評
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
裁
判

長
が
判
決
を
宣
告
し
、
裁
判
員
の

仕
事
は
終
了
し
ま
す
。

裁
判
に
欠
席
す
る
と
、
罰
せ
ら
れ
る

の
で
す
か
？

　

裁
判
所
が
裁
判
員
の
辞
任
を
認
め

な
い
限
り
、
裁
判
に
出
席
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
正
当
な
理
由
が
な
い

の
に
裁
判
所
に
出
頭
し
な
い
場
合
、

10
万
円
以
下
の
過
料
の
制
裁
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

裁
判
員
に
な
っ
て
仕
事
を
休
ん
だ
た

め
に
、
会
社
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
な
い

か
と
心
配
で
す
。

　

裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み
を

と
る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
と
し
て
仕
事

を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇
等

の
不
利
益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
を
法

律
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
裁
判
に
同
席
さ
せ
て
も
よ

い
の
で
す
か
？

　

法
廷
の
裁
判
員
席
に
同
席
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
評
議
の
席

に
連
れ
て
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

養
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
が
い
る
場

合
は
、
裁
判
員
を
辞
退
で
き
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
裁
判
所
に
具
体
的

な
事
情
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
に
行
っ
た
場
合
、
交
通
費
等

は
支
払
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　

裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
と
し
て

裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
旅
費

と
日
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先
▼
水
戸
地
方
裁
判
所

℡
０
２
９
（
２
２
４
）
８
４
０
８

　

今
月
21
日
か
ら
、
裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
紙
で
は
、
同
制

度
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
例
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
基
に
紹
介
し
ま
す
。

裁判員制度Q＆A裁判員制度Q＆A
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市民憲章市民憲章

　笠間市は、豊かな自然に恵まれ、先人たちが育んできた歴史や文化の薫るまちです。わたしたちは、
このふるさとを愛し、市民相互の交流につとめ、「住みよいまち　訪れてよいまち　笠間」をめざします。

わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～わたしたち笠間市民のねがい　～笠間市民憲章～

自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう
健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう
歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまちにしよう
思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちにしよう
きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう

平成 19 年１月１日制定
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Life Long Learning
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自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
減
免

（
減
額
）
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

次
の
方
は
申
請
を
す
る
と
自
動

車
税
、
自
動
車
取
得
税
が
減
免
・

減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
▼
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
が

使
用
す
る
自
動
車
、
も
し
く
は
こ

れ
ら
の
方
と
生
計
を
共
に
す
る
方

が
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用

す
る
自
動
車
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
の
あ
る
方
（
心
身
に
障
害
の
あ

る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の

方
に
限
る
）
の
た
め
に
常
時
介
護

す
る
方
が
使
用
す
る
自
動
車
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
。

申
請
の
時
期
▼
定
期
課
税
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
日
か
ら
納
期
限

（
５
月
31
日
）
ま
で
。
登
録
時
課

税
の
納
期
限
は
、
登
録
の
日
か
ら

30
日
以
内
。

申
請
先
▼
水
戸
県
税
事
務
所
自
動

車
税
分
室

℡
０
２
９
（
２
４
７
）
１
２
９
７

社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
５
）

資
源
物
の
分
別
回
収
を
実
施
し
た

団
体
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

ご
み
の
減
量
化
や
限
り
あ
る
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た

め
、
資
源
物
（
古
紙
、
ビ
ン
、
カ

ン
な
ど
）
の
分
別
回
収
を
行
っ
た

団
体
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

要
件
／

・
市
に
資
源
物
分
別
回
収
協
力
団

体
の
登
録
を
す
る
こ
と

・
集
団
分
別
回
収
を
年
に
2
回
以

上
行
う
こ
と

・
集
団
分
別
回
収
を
自
分
た
ち
で

行
う
こ
と

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
回
収

す
る
こ
と

※
詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

／
環
境
保
全
課
（
内
線
１
２
７
）

笠
間
支
所
生
活
課
（
内
線

７
２
１
２
３
）

岩
間
支
所
生
活
課
（
内
線

７
３
１
６
２
）

「
大
好
き
い
ば
ら
き
エ
コ
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
０
９
」
参
加
者
募
集

　

茨
城
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
を

防
止
す
る
た
め
、
各
家
庭
で
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
省

エ
ネ
（
電
気
の
削
減
量
）
を
競
い

合
う
「
大
好
き 

い
ば
ら
き 

エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
９
」
に
参
加

す
る
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

　

電
気
使
用
量
の
削
減
率
が
高

い
、
あ
る
い
は
創
意
工
夫
し
て
省

エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ
参
加
者
を
表

彰
し
、
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
県
内
居
住
者
で
ど
ち

ら
か
の
コ
ー
ス
を
選
択
。

①
グ
ル
ー
プ
コ
ー
ス
／
原
則
10
世

帯
以
上
の
グ
ル
ー
プ（
例
え
ば
、

町
内
会
、
学
校
、
職
場
、
仲
間

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
）

②
個
人
コ
ー
ス
／
各
世
帯

募
集
締
切
▼
６
月
10
日
㊌
ま
で

取
組
内
容
▼
７
月
か
ら
８
月
の

2
か
月
間
、
家
庭
で
節
電
な
ど
電

気
使
用
量
の
削
減
に
取
り
組
み
、

結
果
（
電
気
使
用
量
）
を
報
告
。

応
募
方
法
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま

た
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

笠
間
市
環
境
保
全
課
、
各
支
所

生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

・

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会

議
事
務
局

〒
３
１
０―

０
０
１
１　

水
戸
市

三
の
丸
１―

５―

38　

茨
城
県
三

の
丸
庁
舎
２
階

℡
０
２
９
（
２
２
４
）
８
１
２
０

℻  ０
２
９
（
２
３
３
）
０
０
３
０

茨
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
環
境

い
ば
ら
き
』

http://w
w
w
.pref.ibaraki.jp

/k a
n
kyo
/

「
シ
ル
バ
ー
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
１
０
０
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

 

65
歳
以
上
の
方
３
人
１
組
で
、

無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す
「
シ

ル
バ
ー
無
事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ

ン
ジ
１
０
０
」
の
参
加
チ
ー
ム
を

募
集
し
ま
す
。
１
０
０
日
間
の
無

事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー

ム
の
中
か
ら
抽
選
で
20
チ
ー
ム
に

旅
行
券
や
県
産
品
な
ど
の
商
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

募
集
締
切
▼
６
月
22
日
㊊
ま
で

参
加
資
格
▼
県
内
在
住
で
、
運
転

免
許
を
持
っ
て
お
り
、
日
常
的
に

自
動
車
等
を
運
転
さ
れ
る
65
歳
以

上
の
方

※
詳
し
く
は
、
次
ま
で
。

茨
城
県
生
活
文
化
課

℡
０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
４
２

健
康
づ
く
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

機
能
を
備
え
た
健
康
増
進
施
設

「
ホ
ロ
ル
の
湯
」 

（
城
里
町
）

営
業
時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
9
時

料
金
▼
大
人
８
０
０
円
、
小
人

４
０
０
円
（
土
・
日
、
祝
日
は
大

人
１
，０
０
０
円
、
小
人
５
０
０

円
。
午
後
5
時
か
ら
は
大
人

５
０
０
円
、
小
人
３
０
０
円
）

定
休
日
▼
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

「
ホ
ロ
ル
の
湯
」
東
茨
城
郡
城

里
町
下
古
内
１
８
２
９―

３

℡
０
２
９
（
２
８
８
）
７
７
７
５
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件数 設置場所　※（　）内設置数
1 笠間市役所本所（１）
2 笠間市役所笠間支所（１）
3 市民センターいわま（２）
4 笠間消防署（１）
5 友部消防署（１）
6 岩間消防署（１）
7 笠間保健センター（１）
8 友部保健センター（１）
9 岩間保健センター（１）
10 笠間公民館（１）
11 笠間市立病院（２）
12 友部公民館（１）
13 笠間図書館（１）
14 友部図書館（１）
15 東中学校（１）
16 南中学校（１）
17 笠間中学校（１）
18 稲田中学校（１）
19 友部中学校（１）
20 友部第二中学校（１）
21 岩間中学校（１）
22 岩間海洋センター（１）
23 総合公園管理棟（１）
24 市民体育館（１）
25 笠間小学校（１）
26 東小学校（１）
27 佐城小学校（１）
28 箱田小学校（１）
29 南小学校（１）
30 稲田小学校（１）

件数 設置場所　※（　）内設置数
31 宍戸小学校（１）
32 友部小学校（１）
33 北川根小学校（１）
34 大原小学校（１）
35 友部第二小学校（１）
36 岩間第一小学校（１）
37 岩間第二小学校（１）
38 岩間第三小学校（１）
39 笠間幼稚園（１）
40 稲田幼稚園（１）
41 てらざき保育所（１）
42 くるす保育所（１）
43 いなだ保育所（１）
44 ともべ保育所（１）
45 笠間クラインガルテン（１）
46 北山公園管理棟（１）
47 あたご天狗の森スカイロッジ管理棟（１）
48 いこいの家はなさか（１）
49 笠間広域斎場やすらぎの森（１）
50 県教育研修センター（１）
51 県立陶芸美術館（１）
52 県立笠間高校（１）
53 県立友部高校（１）
54 県立友部病院（１）
55 県立中央病院（１５）
56 笠間工芸の丘（１）
57 笠間市社会福祉協議会笠間支所（１）
58 笠間市社会福祉協議会友部支所（１）
59 老人福祉センターいわま（１）
60 ゆかいふれあいセンター（１）

件数 設置場所　※（　）内設置数
1 あさひクリニック（１）
2 イオン（株）ジャスコ笠間店（１）
3 太田皮フ科（１）
4 笠間眼科（１）
5 笠間カントリークラブ（１）
6 かさまグリーンハウス（１）
7 かさまフォレストゴルフクラブ（１）
8 キヤノン化成（１）
9 キヤノンモールド（１）
10 ケアハウスかさま（１）
11 ザ・レイクス（１）
12 宍戸ヒルズ（１）
13 シティーホテル友部（１）
14 浄土会館（１）
15 関外科整形外科医院（１）
16 立川病院（１）
17 たち歯科（１）
18 笠間東洋ゴルフ倶楽部（１）
19 友部サービスエリア〈上〉（１）
20 友部サービスエリア〈下〉（１）
21 友部自動車学校（１）
22 にしぼり整形外科（１）
23 日綜産業（株）（１）
24 パークスガーデンプレイス（１）
25 パシフィック・スポーツプラザ（１）
26 富士カントリー笠間倶楽部（１）
27 扶桑カントリー倶楽部（１）

公共施設 民間施設

笠間市管内AED設置場所一覧 　平成21年 3月4日現在（87カ所）

5月11日～20日/福祉作
文「総合的な学習の時間
で感じたこと」
5月21日～31日/民話
「家を守ったおばあさん」
6月1日～10日/宍戸支部
だよりから「ふるさとカ
ルタ完成おめでとう」

エコフロンテアかさま監視委員会活動報告
（3月25日）

【施設の維持管理(一般廃棄物・産業廃棄物 )】
　環境保全事業団より、一般廃棄物・産業廃棄物処理
に係る資料の提出を求め、その資料に基づき維持管理
状況の説明を受けた。
①溶融処理については、一般廃棄物・産業廃棄物とも
「施設の維持管理に関する計画」に従った処理を実施
している。また、展開ヤードでの作業状況を監視し、
安全・適切に処理が行われていることを確認した。
②埋め立て処理については、現在の埋め立て状況と、
将来的な最終処分場廃止に向けた「維持管理基準」「廃
止基準」の内容を確認した。

【環境モニタリング(動植物 )】
　環境保全地の植生等モニタリング結果の資料提出を
求め、その資料に基づき次の説明を受けた。
①トンボについては、出現種数に大きな変動は見られ
なかった。
②シランについては、昨年度と比較すると、新たな群
落が形成され全体として個体数も増加している傾向
が見られた。

【次回の監視活動計画】
　環境モニタリング（大気・騒音・振動・悪臭・水質・
土壌・処分場からの発生ガス量、濃度等）

5 月の納税

■固定資産税 （１期）

■軽自動車税 （全期）

■国民健康保険税
 （１期）

納付期限
　　　６月１日（月）

笠間市消防本部警防課
℡０２９６－７３－０１１９
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　澤 智子さん

①自己紹介
　何事にも前向きで、“明るく元気に”
をモットーに、毎日が素敵な出会いの
日々になるよう心掛けています。食い
しん坊なので、おいしい情報があった
ら、ぜひ教えてください。

②笠間の一番の自慢は？
　美しい自然と豊かな芸術性が調和し
た街ということ。温かみのあるイベン
トやお祭りがたくさんあることも自慢
の一つだと思います。

③笠間でデートするなら？
　陶芸体験をしたいです。おそろいの
コーヒーカップやお茶わんを作ってお
土産にします。美術館でのんびりする
のもいいですね♪

④自分を芸能人に例えると？
　うーん、難しい！　「ニュースキャス
ターに居そうな人」とよく言われます。

⑤観光大使としての抱負は？
　皆さんに親しみを持っていただける
「街の顔」になれるよう精一杯頑張りた
いと思います。

ひたちなか市在住
28歳

鈴木 亜澄さん

①自己紹介
　観光やイベントなど、楽しいこと、人
の笑顔が大好きなので、たくさんの人
に喜んでもらえるように元気に楽しく
頑張りたいです。

②笠間の一番の自慢は？
　自然がたくさんあることだと思いま
す。特に私が好きなのは北山公園に行
く途中の桜のトンネルで、夜のライト
アップがとてもきれいです。

③笠間でデートするなら？
　のんびりお散歩デートがしたいです。
北山公園や芸術の森公園など。あと、佐
白山のおとうふ屋さんの豆乳ソフトク
リームがおいしいので食べたいです。

④自分を芸能人に例えると？
　パッと見た感じで戸田恵梨香さんや
大政絢さんに似てると言われます。話
していると、はるな愛さんっぽいと言
われます。

⑤観光大使としての抱負は？
　茨城といったら笠間！と言われるく
らい、たくさんの人に笠間の魅力を
ＰＲし、足を運んでいただけたらいい
なと思います。

笠間市大田町在住
21歳

（任期：平成２１年４月～平成２３年３月の２年間）

キ
リ
ト
リ

※「広報かさま」の表紙写真（テーマは農業）を募集しています。詳しくは、　
　上記までお問い合わせください。　〔7月号用の応募締切：6月10日（水）〕

「広報かさま」では、皆さんのお気に入りの作品を紹介しています。絵

画・書道・俳句・短歌・写真・イラストなどの作品をご応募ください。応

募の際は、必ず住所、氏名（ペンネームの場合、本名も併記）を記入し、

お送りください。掲載させていただいた方には、薄謝を進呈します。

申込み・問合せ：秘書課広報広聴グループ（内線 225）

市民の皆さんの作品を募集しています。

広報ギャラリー

食生活改善推進員が紹介する

　梅とパプリカのさっぱりとしたドレッシングで
野菜がたっぷりいただけます。

栄養素量（１人分）
エネルギー…164kcal　
たんぱく質…2.5ｇ　脂質…10.4ｇ　塩分…0.3ｇ

グリーンサラダの
 梅ドレッシング

今年度のテーマ：野菜を主とした料理
レタス…１個
ムラサキタマネギ…1/2個
ミズナ…1/2束
アスパラガス…１束
ハム…１パック
パセリ…1/2束
パプリカ（赤）…1/2個

①レタスは食べやすい大きさに、ミズナは２～３ｃｍに切って洗い、
水気を切る。
②ムラサキタマネギ、パプリカは薄切り、パセリはみじん切りにし、
それぞれ水にさらし、ザルにあげ、水気を切る。
③アスパラガスは２～３ｃｍに切り、青くゆでる。
④卵は水から入れ、沸騰後７分くらいで火を止め、水にさらし、皮
をむいて、輪切りにする。
⑤ハムは２ｃｍ幅のたんざく切りにする。
⑥器に好みに盛り付け、Aのドレッシングをかける。

A．梅ドレッシング
　梅肉…大さじ２
　みりん…大さじ1/2
　パプリカの
　　しぼり汁…大さじ１
　パプリカの
　　すりおろし…大さじ１
　酢…大さじ1/2

材料（4人分）

作り方

第９代「かさま観光大使」を紹介します
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 再生紙を使用しています。

人口と世帯数
●人　口 80,066 人 （ ）
　　　男 39,233 人 （ ）
　　　女 40,833 人 （ ）
●世帯数 27,968世帯（ 世帯）

（前月比）

－45人
－ 10人
－ 35人
＋ 45

（常住人口 4.1 現在）

問合せ：子ども福祉課（内線164）

かさま ぽけっと

2
子育て支援のページ

※注意　曜日により受付時間に違いがあります

児童手当現況届は６月中に提出を！
　現在、児童手当を受けている方は、左記受付日に「現況届」（６

月中旬頃郵送予定です）を提出してください。提出がない場合、

６月以降の手当が受けられなくなります。

　なお、平成 20 年中の所得が限度額を超え、6 月以降受給資格

が消滅する方も提出が必要となります。

＜提出書類＞   

①現況届

②受給者の健康保険被保険者証の写し（厚生年金加入の方）

③平成 21 年度児童手当用所得証明書（平成 21 年 1 月 2 日以

降に笠間市に転入した方）

④養育する児童と別居している場合などは、状況に応じて、提

出していただく書類があります。

＜注意＞

　・健康保険被保険者証はコピーしたものをお持ちください。

　・公務員の方は、勤務先での手続きとなります。

　・左記受付日に提出ができない場合は、随時受付も行います。

　　※ 提出期限：平成 21 年 6 月 30 日（火）

受付日時及び受付会場

６/23
（火）

中会議室
9:00〜17:00

福祉課窓口
9:00〜17:00

福祉課窓口
9:00〜19:00

６/24
（水）

中会議室
9:00〜19:00

福祉課窓口
9:00〜17:00

福祉課窓口
9:00〜17:00

６/25
（木）

中会議室
9:00〜17:00

福祉課窓口
9:00〜19:00

福祉課窓口
9:00〜17:00

本　庁 笠間支所 岩間支所

決意に燃える柴沼さん（左）と金澤さん（右）

　女性消防団の班長を務めるお二人にお話をうかがいま

した。

①なぜ女性消防団に入ったのですか？
　日ごろから、社会貢献をしたいと思っていた矢先、

団員募集のチラシを見ました。夫から、「君にぴった

りの仕事だよ。」と後押しされて、これだと思い応募

しました。（金澤さん）

②今後の目標は？
　市消防団の一員として、笠間市民の生命と財産を守

りたいです。１人でも多くの方に救命救急講習会に参

加していただき、特に AED（自動体外式除細動器）の

取り扱いを覚えてもらいたいと思います。（柴沼さん）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　現在の団員は 17 名。19 歳から 55 歳までの幅広い年代

の方が団員として活動されています。

　発足して間もないことから、現在の活動は、団員の研修

がメインとのことですが、今後、活動が本格的に始動する

ことにより、さらなる女性消防団の活躍が期待されます。

女性消防団班長 金澤 友子 さん（笠間）

柴沼 雅子 さん（安居）

笠間の輝く女性たち
市内には各分野で女性としての先駆者となって活躍している方が
います。このコーナーでは、そんな新天地を切り開き、輝きを放
つ笠間の女性を紹介し、男女共同参画社会の実現を目指します。

インタビュー

問合せ：男女共同参画推進室（内線226）

　消防団は、市民の皆さんに最も身近で地域に密着した

消防機関として、地域防災において重要な役割を担って

います。そんな消防団に、昨年１２月１日、女性消防団員が

入団しました。消防団は、今まで男性団員のみでしたが、

近年では他市町村においても女性消防団が次 と々誕生し

ています。女性消防団員は、主に火災予防などの防火広

報活動、一般家庭への防火指導、災害現場での救護や後

方支援活動に当たるなど、女性ならではの活動が期待さ

れています。

http://www.city.kasama.lg.jp/kosodate/index.htmlかさまぽけっとアドレス

2
女性消防団、発足
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